
事 項 期 日 又 は 期 間 備 考

春 季 休 業 期 間 4月1日（月）～4月7日（日）

（ 全 学 ） 入 学 式 4月4日（木）

専修コース開講式 ・ ｵ ﾘ ｴ ﾝ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 4月6日（土） ※専修コース新入生対象

春 学 期 開 講 4月13日（土）

清 陵 祭 5月18日（土）～5月19日（日）

（5月18日（土）は準備を含む）

開 学 記 念 日 6月1日（土）

補 講 週 間 7月13日（土）

7月16日（火）～7月19日（金）、

7月29日（月）

夏 季 休 業 期 間 7月30日（火）～9月30日（月）

集 中 講 義 7月20日（土）、7月27日（土）

8月3日（土）、8月10日（土）

春 学 期 終 講 9月30日（月）

秋 季 休 業 期 間 10月1日（火）～１０月3日（木）

秋 学 期 開 講 10月4日（金）

常 盤 祭 11月1日（金）～11月3日（日）

（11月1日（金）は準備を含む）

冬 季 休 業 期 間 12月24日（火）～1月5日（日）

（ 学 部 ） 大 学 入 学 共 通 テ ス ト 休 業 日 1月17日（金）～1月19日（日）

補 講 週 間 1月14日（火）～1月16日（木）

1月2４日（金）、1月25日（土）

1月27日（月）

春 季 休 業 期 間 1月２8日（火）～3月31日（月）

個 別 学 力 検 査 等 試 験 日 （ 前 期 日 程 ） 2月25日（火）

プ ロ ジ ェ ク ト 報 告 会 3月1日（土） （予定）

個 別 学 力 検 査 等 試 験 日 （ 後 期 日 程 ） 3月12日（水）

卒 業 式 ・ 修 了 式 3月25日（火）

秋 学 期 終 講 3月31日（月）

２ ０ ２ ４ 年 度 学 事 暦

横浜国立大学大学院　国際社会科学府　経営学専攻博士課程前期　社会人専修コース
YBS(横浜ビジネススクール）令和６年度履修案内抜粋



令和6年度（２０２4年度）　学事暦＜YBS履修案内用＞
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. 学 学 学 学 （ 士 程 ）

修 修

. 修

士課 前期修了に必要な授業科目の単位 は のとおりである。

修

了

要

件

授業科目 単位

講  20 単位

演習 12 単位（必修）

計 32 単位

授

業

科

目

取

得

内

講 科目 20 単位

専修 ース開講科目 16 単位

演習 12 単位

ークシ プ演習（1 年 学期） 3 単位

プロジェクト演習 （1 年 学期）

プロジェクト演習 （2 年 学期）

プロジェクト演習 （2 年 学期）

3 単位

. 
  18 時 50 21 時 00 （4 時 ）

    9 時 50 12 時 00 （1 時 ）

 13 時 00 15 時 10 （2 時 ）

 15 時 20 18 時 00 （3 時 ）

※ 授業時間は 1 時 につき 2 時間 10 、 し、演習については 2 時間 40 とする。

. について

講 科目は、専修 ースで開講されている講 科目から、16 単位 を取得すること。

また、講 担当教員の 認を得て、 間に開講している 学専攻の授業科目を履修

であり、4 単位までを修了に必要な単位 に ることができる。
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. について

(1) ークシ プ演習、プロジェクト演習 、 、 は、必修とする。

(2) 演習の 細目については の様に定める。

① 学生は 学試験合 時に 定した演習に参 すること。

② ークシ プ演習、プロジェクト演習 ・ においては、研究・学習の成果を ーム ー

ーとして提出することな により、評価が行われる。

③ プロジェクト演習については、 の履修条件をもうける。

プロジェクト演習 ークシ プ演習を修得 みであること

プロジェクト演習 プロジェクト演習 を修得 みであること

プロジェクト演習 プロジェクト演習 を修得 みであること

④ プロジェクト演習 終了の際、学生は研究成果を「特定課題論文」として提出しなけれ な

らない。

. の 位 について

学する前に大学院（他大学の大学院及び 国の大学院を含 ）において履修した授業科目（

士課 前期 ベ の講 ）について修得した単位を する場合、教育 と認めるときには、当

該教授会等の議を て 単位を 度として専修 ースの修了に必要な単位として認定することが

できる。 学後 か 内に 定の申 を行うこと。

た し、 学 学部 は国際社会科学研究科 国際社会科学府 学時に、大学院科目を履修

し 業単位に含めた授業科目は 。

. の について

(1) 授業科目の成績は、 （100 90）、 （89 80）、 （79 70）、 （69 60）及び （59

）で 記し、単位の修得は「 」 とする。

【GPA (Grade Point Average)について】

成績評価に じて GP (Grade Point)を 、 の式によって GPA を 出する。

GPA 出対象科目は全ての授業科目（講 及び演習）とし、GPA を修了要件とする。

なお GPA の導 に い、履修 は年 学期と 学期に つとする。

出式  GPA  （GP 単位 ）  履修 単位

成績評価（評価点）と GP は のとおりとする。

①   （ 点） 

②   （ 点）  

③   （ 点）  

④   （ 点）   

⑤  （ 点 ）   
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④   （ 点）   
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(2) 成績の確認

【成績閲覧開始】から約 2 週間（修了判定時については、別途期間を設定）を「成績確認期間」

とする。直前学期の成績に異議のある学生は、「履修科目成績確認願」を大学院学務係に提出するこ

と。「成績確認期間」終了後は、成績異議申し立て等は一切受け付けない。申し立てのあった場合は、

該当科目の授業担当教員のほか、該当科目を開講している専攻の責任者（専攻長）も申し立てに対

する確認結果を確認する。大学院全学教育科目を含め他部局開講の科目については、開講部局の定

めに従うこと。成績訂正の対象となるのは、教員サイドの転記ミス並びに採点ミスのみであり、成

績に関する嘆願は一切受け付けない。詳細は国際社会科学府・研究院ウェブサイトや授業支援シス

テムを参照すること。

授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office, 
GSISS[Zac0049] 

７. 研究指導計画書・研究計画書について

国際社会科学府では、年度初めに「研究指導計画書・研究計画書」を作成する必要がある。様式等

については、授業支援システムに掲載しているので、参照すること。 

  授業支援システム＞【連絡専用】社会科学系事務部大学院学務係 Graduate School Affairs Office, 
GSISS[Zac0049] 

(1) 作成書類

横浜国立大学大学院国際社会科学府 研究指導計画書・研究計画書

(2) 作成方法

① 責任指導教員は、学生に対して、研究指導の方法及び内容並びに 1 年間の研究指導の計画を

研究指導計画書によりあらかじめ明示する。

② 学生は、前号の研究指導計画書に基づき、研究計画書を作成する。

③ 責任指導教員は、「研究指導計画書・研究計画書」を確認する。

④ 作成された「研究指導計画書・研究計画書」は、責任指導教員と学生の双方で保管する。

⑤ 責任指導教員は前号の「研究指導計画書・研究計画書」の写しを大学院学務係に提出する。

⑥「研究指導計画書・研究計画書」に大きな変更があった場合は随時改訂するものとし、責任指

導教員は、改訂を行った都度、その写しを大学院学務係に提出する。計画書に大きな変更が

あった場合は随時改定するものとし、責任指導教員は、改訂を行った都度、その写しを大学

院学務係に提出する。

８. 学位（修士号）取得までの標準過程

(1) 必要要件 

特定課題論文の評価およびプロジェクト報告会における最終試験の評価と修了に必要な単位の

修得により、修士号を取得することができる（横浜国立大学大学院学則第 18 条参照）。

※ 「特定課題論文」とは、2 年にわたるプロジェクト演習の成果として作成したものを指す。 

また、「特定課題論文」をベースに口頭で報告する場を「プロジェクト報告会」と呼びこの報

告会での報告をもって最終試験とする。  
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(2) 特定課題論文（最終試験であるプロジェクト報告会における最終試験を含 ）の評価基

特定課題論文は、プロジェクトのテー に った論点に対して、 らの な研究成果を提示

するものとする。 のような 目が たされていることを て、合 の基 とする。

① 特定課題論文（修士学位論文に 当）における課題設定が 切であり、 題 が明確であ

ること。

② 特定課題論文 に示された 者の または ・ が論 であり、 が認めら

れること。

③ 特定課題論文での研究内容とその を しており、 得 に 明できること。

④ 特定課題論文の 成、 等が 当であること。

(3) 最終報告会までのプロ ス

※ 年 学期 の詳細な 等については YNU ー 連絡するので要確認のこと。

学 指導教員による特定研究テーマの指示及び指導

学 プロジェクト演習Ⅰにて特定課題研究計画の指導

学 プロジェクト演習Ⅱにて特定課題研究計画の指導

学 プロジェクト演習Ⅲにて特定課題論文の作成

学 特定課題論文名を大学院学務係に提出 

学 特定課題論文を大学院学務係に提出 

学 プロジェクト報告会にて発表（最終試験） 

－4－



(2) 特定課題論文（最終試験であるプロジェクト報告会における最終試験を含 ）の評価基

特定課題論文は、プロジェクトのテー に った論点に対して、 らの な研究成果を提示

するものとする。 のような 目が たされていることを て、合 の基 とする。

① 特定課題論文（修士学位論文に 当）における課題設定が 切であり、 題 が明確であ

ること。

② 特定課題論文 に示された 者の または ・ が論 であり、 が認めら

れること。

③ 特定課題論文での研究内容とその を しており、 得 に 明できること。

④ 特定課題論文の 成、 等が 当であること。

(3) 最終報告会までのプロ ス

※ 年 学期 の詳細な 等については YNU ー 連絡するので要確認のこと。

学 指導教員による特定研究テーマの指示及び指導

学 プロジェクト演習Ⅰにて特定課題研究計画の指導

学 プロジェクト演習Ⅱにて特定課題研究計画の指導

学 プロジェクト演習Ⅲにて特定課題論文の作成

学 特定課題論文名を大学院学務係に提出 

学 特定課題論文を大学院学務係に提出 

学 プロジェクト報告会にて発表（最終試験） 

. 位

程 （ ）  

  
科 目 
ード 

授  業  科  目 
単位

  
学
期 

担 当 教 員   

  サー ・ ド    
・ ・ 

大 ・ 内 
 

開講 

 
 ジ ト    文  開講 

       講 

  ジ ト    大   開講 

  ー テ ・ ジ ト      開講 

  ー ・ ース・ ジ ト     保 開講 

  ロー ・ ジ ト    内  開講 

  管 会計      開講 

  務会計    大   開講 

  サステ テ ・ ジ ト      開講 

  ウ テ （ 講 ）      開講 

  業 務      開講 

  ジ ス 計学      開講 

 変      開講 

  ジ トと社会     一 開講 

  ーシ ・ ジ ト     講 

  ー テ ・ テ クス      開講 

  ジ ス・シミ ーシ     部 成 開講 

  イ ス論      開講 

  国際会計     講 

        開講 

  特 講 （M & A）     行他 開講 

  
特 講 （Global Joint MBA Intensive 
Program）

   
  

※1 参照
開講 

  
特 講 (Shanghai Study Visit 
[Business and Economy in China])    

部 成
※1 参照 

開講 

  特 講 （ と ジ ス）     講 

※1 履修 者はシ スを参照のう 、事前に授業担当教員及び演習担当教員に申し出ること。

※2 都合により、開講年度が変更になることがあります。
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. 位

科 目 
ード 

演習系  演 習 科 目 
単位

 
 学期 担当教員    

  演習  ークシ プ演習  必修  ・    

  演習  プロジェクト演習   必修  ・  
ークシ プ

演習を修得 み

であること 

  演習  プロジェクト演習   必修  ・横  
プ ロ ジ ェ ク ト 

演習 を修得

みであること 

  演習  プロジェクト演習   必修  ・横  
プ ロ ジ ェ ク ト 

演習 を修得

みであること 

  演習  ークシ プ演習  必修  大 ・ 内   

  演習  プロジェクト演習   必修  大 ・ 内 
ークシ プ

演習を修得 み

であること 

  演習  プロジェクト演習   必修  
 
（定） 

プ ロ ジ ェ ク ト 

演習 を修得

みであること 

  演習  プロジェクト演習   必修  
 
（定） 

プ ロ ジ ェ ク ト 

演習 を修得

みであること 

※ 演習科目は全て

. について

ース講 要については、学務 報システム ロ イ 後、「シ ス 」から参照すること。

学務 報システム https://www.ynu.ac.jp/campus/student_only/affairs_system.html 
※学務 報システム 作方法は 8 ージ を参照。
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